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日
本
新
石
器
時
代
の
石
造
記
念
物
に
つ
い
て司 菊 江

東池坂

啓
真 輝

治

雄郎 弥

序

一
昨
年
秋
、
本
県
江
刺
郡
稲
頼
村
大
字
稲
頼
字
大
谷
地
の
山
林
を
上
野
錬
三
氏
が
開
墾
中
、
地
下
数
十
セ
ン
チ
の
土
中
の
各
所
に
細

長
い
川
原
石
の
直
立
す
る
も
の
や
、
ま
た
、
そ
の
周
辺
に
敷
き
な
ら
べ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
川
原
石
が
埋
没
し
て
い
る
の
を
発
見
、
開

塾
の
障
害
に
な
る
の
で
、
銃
先
に
あ
た
る
た
び
に
掘
り
起
し
て
、
開
墾
地
の
片
す
み
に
積
み
あ
げ
て
い
た
。
こ
れ
が
調
査
者
の
一
人
司

東
の
目
に
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
知
ら
せ
に
よ
り
、
一
昨
年
末
青
森
方
面
か
ら
の
帰
途
、
江
坂
も
現
地
を
実
盃
、
秋
田
県
大

湯
遺
跡
に
類
似
の
縄
文
式
文
化
中
期
の
石
造
諦
念
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
江
坂
は
、
未
発
掘
の
同
様
な
諦
念
物
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
昨
春
に
も
再
び
同
地
を
訪
れ
た
が
、
不
幸
に
し
て
地
下
に
埋
没
し
た
新
た
な
記
念
物
の
発
見
は
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
る
に
、
昨
秋
麦
ま
き
の
た
め
同
畑
地
を
耕
作
中
の
上
野
氏
の
鍬
先
に
、
一
個
の
立
石
が
偶
然
ぶ
つ
か
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
一

三
一

ヽ
.
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昨
年
秋
、
開
墾
の
畑
地
内
に
も
数
カ
所
掘
り
残
し
の
石
造
諦
念
物
の
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
昨
年
十
一
月
二
十

三
日
、
二
十
四
日
、
県
教
育
委
員
会
並
び
に
種
類
村
当
局
の
理
解
あ
る
協
力
に
よ
り
、
そ
の
調
査
事
業
と
し
て
、
江
坂
が
調
査
責
任
者

と
な
り
、
菊
池
、
司
束
と
共
に
、
本
道
跡
に
こ
の
よ
う
な
記
念
物
が
な
お
ど
の
程
度
に
残
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
多
数
埋
没
し
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
今
春
計
画
的
な
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
、
第
一
回
.
の
予
備
調
査
を
行
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
は
以
下
に
記
す
よ
う
な
大
収
猶
を
お
さ
め
、
今
春
あ
ら
た
め
て
計
画
的
な
発
掘
調
査
を
な
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
い
ち
お
う
そ
の
結
果
を
報
告
し
、
あ
わ
せ
て
こ
の
程
の
記
念
物
の
類
例
を
紹
介
し
、
県
下
一
般
識
者
に
こ
の
種
石
造
記
念

物
発
見
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
た
し
だ
い
で
あ
る
。

遺
跡
の
位
置

本
遺
跡
は
北
上
川
左
岸
、
北
上
山
地
の
西
麓
、
東
北
本
線
黒
沢
尻
町
の
高
々
東
約
五
千
二
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
行
政
区
画

は
岩
手
県
江
刺
郡
稲
瀬
村
大
字
稲
類
字
大
谷
聖
ハ
五
番
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
付
近
一
帯
を
通
称
樺
山
と
呼
ん
で
い
る
o

遺
跡
付
近
は
第
三
紀
層
を
基
盤
と
す
る
標
高
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
内
外
の
西
南
へ
傾
斜
す
る
丘
陵
で
、
還
跡
地
付
近
の
標
高
は
八
〇
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
西
方
北
上
川
の
沖
積
低
地
よ
り
遺
跡
地
の
南
北
へ
小
支
谷
が
い
り
こ
ん
で
お
り
、
北
の
小
支
谷
の
奥
部
に
は
弥
五
郎
掟

と
い
う
用
水
池
が
あ
る
。

こ
の
東
西
に
長
い
丘
陵
の
尾
根
に
は
、
丘
陵
上
の
畑
地
に
通
ず
る
作
造
が
あ
り
、
遺
跡
地
付
近
よ
り
の
東
へ
の
上
り
坂
を
袖
坂
と
呼

ん
で
い
る
。
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な
お
、
遺
跡
へ
は
黒
沢
尻
町
よ
り
岩
谷
堂
町
へ
向
か
う
パ
ス
を
利
用
、
稲
漁
村
下
門
間
に
て
下
車
が
便
利
で
あ
る
。
(
以
上
江
坂
記
)

発
見
の
端
緒

昭
和
二
十
五
年
十
月
十
五
日
、
調
査
者
の
一
人
、
司
東
が
稲
瀬
村
字
柏
原
部
落
か
ら
の
帰
路
、
大
谷
地
野
を
通
っ
て
上
野
錬
三
氏
開

墾
地
ま
で
来
た
と
こ
ろ
、
上
野
氏
の
夫
人
が
開
墾
し
た
ば
か
り
の
畑
に
麦
ま
き
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
開
墾
畑
の
わ
き
に
は
、

開
墾
地
か
ら
掘
り
出
し
た
川
原
石
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
前
後
の
細
長
い
柱
状
の
花
崗
岩
質
の
川
原

石
が
二
本
は
ど
も
っ
た
。
花
崗
岩
質
の
岩
石
は
稲
頼
村
付
近
に
は
全
く
見
ら
れ
ぬ
も
の
な
の
で
、
不
思
議
に
思
い
そ
の
出
所
を
た
ず
ね

た
と
こ
ろ
、
こ
の
畑
か
ら
開
墾
中
に
次
々
に
掘
り
起
し
た
と
の
こ
と
、
そ
の
出
土
状
態
は
地
表
面
下
一
五
セ
ン
チ
内
外
の
と
こ
ろ
で
初

め
て
鍛
先
に
柱
状
の
立
石
の
頂
点
が
あ
た
り
、
さ
ら
に
二
〇
セ
ン
チ
内
外
掘
り
下
げ
る
と
、
そ
の
石
を
中
心
に
四
方
か
ら
山
石
や
川
原

石
を
敷
き
な
ら
べ
た
よ
う
に
組
ん
で
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
の
け
て
ま
た
掘
り
下
げ
て
、
よ
う
や
く
柱
状
の
直
立
し
て
埋
没
し
て
い
た
川

原
石
を
掘
り
起
し
た
と
の
こ
と
で
、
さ
ら
に
こ
の
柱
状
の
川
原
石
の
下
に
、
六
〇
セ
ン
チ
四
方
ぐ
ら
い
の
平
ら
な
石
が
一
枚
敷
い
た
よ

う
な
形
で
埋
没
し
て
お
り
、
結
局
一
メ
ー
ト
ル
以
上
も
掘
り
下
げ
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

司
東
は
、
そ
の
お
り
、
こ
れ
ら
の
石
は
こ
の
地
方
で
か
つ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
石
器
時
代
の
貴
重
な
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
今
度
見
つ
け
た
な
ら
絶
対
に
揺
り
起
こ
さ
ず
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
て
帰
宅
し
た
。

こ
の
上
野
錬
三
氏
開
墾
畑
地
付
近
の
畑
か
ら
は
、
縄
文
式
文
化
中
期
の
土
器
片
、
石
器
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
十
年
ほ
ど
以
前
に

部
落
の
役
員
達
と
と
も
に
司
束
が
山
境
調
査
で
こ
の
付
近
へ
来
た
お
り
に
も
、
中
期
の
土
器
片
、
四
、
五
片
を
表
面
採
集
し
た
こ
と
が



ぁ
り
、
躇
製
石
斧
な
ど
も
路
傍
に
散
乱
し
て
い
て
、
通
る
た
び
ご
と
に
一
個
位
づ
つ
は
採
集
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
o

司
東
は
上
野
氏
夫
人
の
談
話
か
ら
、
こ
の
地
に
所
在
し
た
石
造
諦
念
物
は
、
昭
和
二
十
二
年
頃
で
あ
っ
た
が
、
新
聞
紙
上
に
報
道
さ

れ
た
秋
田
県
大
湯
の
環
状
組
石
群
中
に
所
在
す
る
「
神
代
の
日
時
計
」
と
称
さ
れ
た
も
の
に
類
似
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
出
県
の
際
県

当
局
へ
も
口
頭
で
報
告
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
お
り
に
は
関
係
者
の
間
に
は
た
い
し
た
関
心
を
持
た
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

そ
の
後
十
二
月
二
十
三
日
、
司
東
は
黒
沢
屯
町
に
住
む
菊
池
宅
に
立
寄
り
、
前
諦
発
見
の
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に
も
青
森
県
下

北
郡
東
通
村
岩
屋
鬼
洞
門
出
土
の
古
人
骨
受
領
へ
出
張
の
途
中
、
立
花
村
在
住
、
及
川
香
石
氏
所
蔵
の
黒
沢
尻
町
ぼ
た
ん
畑
出
土
の
縄

文
式
文
化
晩
期
の
遺
物
を
調
査
の
た
め
、
菊
池
宅
に
滞
在
中
の
江
坂
が
い
合
せ
た
の
で
一
同
は
早
速
芙
杏
の
た
め
稲
瀬
村
を
訪
れ
た
。

遺
跡
は
数
日
前
の
雪
が
一
〇
セ
ン
チ
内
外
残
っ
て
お
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
に
よ
る
探
索
も
困
難
を
き
わ
め
、
残
存
遺
構
を
探
す
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
畑
地
の
す
み
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
川
原
石
の
形
か
ら
判
断
し
て
、
秋
田
県
大
場
の
石
造
記
念
物
に
類
似
の
も
の
で

ぁ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
ま
ち
が
い
な
さ
そ
う
だ
と
、
江
坂
も
確
認
し
た
。

し
か
し
て
、
こ
の
三
名
の
芙
査
に
よ
り
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
未
発
見
の
も
の
が
今
後
注
意
さ
れ
た
な
ら

ば
、
二
十
六
年
春
の
雪
解
け
を
待
っ
て
再
調
査
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
、
当
日
の
現
地
実
盃
を
終
了
し
た
o

そ
の
後
、
上
野
氏
に
司
東
が
川
原
石
遺
構
の
存
否
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
「
動
か
す
な
と
い
わ
れ
た
け
れ
ど
も
安
ま
を
に
じ
ゃ
ま
に

な
っ
た
か
ら
、
み
な
掘
り
す
て
て
し
ま
っ
た
」
と
答
え
ら
れ
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
た
し
だ
い
で
あ
る
o

ま
た
、
二
十
六
年
三
月
三
十
百
、
司
東
は
黒
沢
毘
高
等
学
校
生
徒
千
田
勇
な
ど
六
名
の
協
力
を
得
て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
樺
に
よ
る
探

索
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、
つ
い
に
所
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
諸
所
に
残
雪
が
径
二
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に

三
五
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円
形
に
所
在
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
樺
を
突
き
刺
す
と
地
山
よ
り
柔
か
く
深
く
入
る
の
で
、
あ
る
い
は
住
居
址
の
ご
と
き
遺
構
が
地
下
に
所

在
す
る
の
で
は
な
い
が
と
考
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
二
十
六
年
四
月
九
日
に
は
、
江
坂
が
八
戸
市
鮫
町
白
浜
の
縄
文
式
文
化
早
期
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
出
張
の
帰
途
、
黒
沢
尻

に
途
中
下
草
、
菊
池
と
と
も
に
来
村
、
司
東
と
三
名
に
て
再
度
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
探
索
を
実
施
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
残
存
遭
棒
の
所
在

を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
日
は
畑
の
土
手
か
ら
石
皿
の
破
片
一
個
を
採
集
し
た
。

さ
ら
に
そ
れ
よ
り
東
北
方
の
台
地
上
の
上
野
正
直
氏
開
墾
畑
か
ら
石
皿
片
一
個
、
打
製
石
斧
数
個
、
中
期
の
大
木
了
、
8
、
9
各
式

の
土
器
片
な
ど
を
採
集
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

な
お
、
そ
の
お
り
に
は
、
二
十
五
年
秋
に
掘
り
出
さ
れ
た
細
長
い
花
崗
岩
質
の
川
原
石
は
ど
こ
へ
運
び
去
ら
れ
た
か
、
扁
平
な
川
原

石
と
と
も
に
だ
い
ぶ
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
て
、
そ
の
後
昭
和
二
十
六
年
十
月
十
五
日
、
上
野
錬
三
氏
か
ら
司
東
の
も
と
へ

「
畑
中
に
ま
た
似
た
よ
う
な
も
の
が
出
て
き

た
」
と
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
菊
池
へ
連
絡
し
た
。
そ
こ
で
同
月
十
九
日
、
司
東
の
も
と
へ
郷
土
史
調
査
の
た
め
乗
務
中

で
あ
っ
た
東
京
学
芸
大
学
学
生
佐
島
民
を
同
伴
、
菊
池
と
三
名
で
遺
跡
に
向
か
い
現
場
で
上
野
鋲
三
氏
夫
妻
か
ら
当
時
の
状
況
の
説
明

を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
メ
ン
ヒ
ル
状
遺
跡
を
発
掘
し
た
地
区
は
六
カ
所
、
そ
の
他
扁
平
な
三
、
四
寸
ぐ
ら
い
の
川
原
石
を
五
、
六
個

づ
つ
積
み
重
ね
、
二
尺
四
方
ぐ
ら
い
の
広
さ
に
敷
き
つ
め
て
あ
っ
た
と
い
う
箇
所
二
カ
所
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

新
た
に
畑
中
に
発
見
し
、
手
を
付
け
な
い
で
い
た
も
の
は
メ
ン
ヒ
ル
状
石
造
諦
念
物
で
、
三
メ
ー
ト
ル
ぽ
か
り
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

大
木
了
式
の
縄
文
土
器
を
数
片
表
面
採
集
し
た
。

そ
し
て
、
菊
池
よ
り
東
京
の
江
坂
に
連
絡
、
十
一
月
十
日
に
は
埋
蔵
文
化
財
発
掘
屈
の
書
類
を
作
成
、
県
教
育
委
員
会
を
経
て
文
化
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財
保
護
委
員
会
に
提
出
し
た
。
(
以
上

司
束
詑
)

発
掘
日
誌

十
一
月
二
十
二
日
時
午
前
七
時
一
〇
分
黒
沢
尻
発
岩
谷
堂
行
バ
ス
を
利
用
、
稲
瀬
村
に
出
発
す
る
。
岩
手
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物

調
査
会
委
員
小
田
島
禄
郎
氏
同
道
。
下
門
間
下
車
。
司
東
の
案
内
で
樺
山
遺
跡
類
似
の
遺
構
が
あ
っ
た
と
い
う
下
門
間
三
京
屋
敷
、
高

橋
万
治
氏
所
有
畑
地
内
、
同
千
葉
幸
助
氏
所
有
山
林
内
及
び
同
氏
が
田
合
田
川
付
近
で
発
見
し
た
と
い
う
立
石
を
見
る
。
い
ず
れ
も
開

墾
に
よ
り
、
あ
る
い
は
や
む
を
得
ぬ
事
情
に
よ
り
い
ん
渡
し
、
ま
た
は
不
用
意
に
発
見
し
た
遺
跡
で
あ
っ
て
、
現
在
は
、
立
石
と
横
臥

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
川
原
石
の
散
乱
を
見
る
の
み
で
、
単
に
参
考
に
と
ど
め
て
お
く
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
よ
り
樺
山
に
向
か
い
、
ま
ず
十
月
十
九
日
小
試
掘
に
よ
り
確
認
し
て
お
い
た
遺
構
を
発
掘
、
一
号
址
と
し
た
。

.

ま
た
、
上
野
錬
三
氏
の
言
に
よ
り
、
開
墾
畑
地
内
に
他
二
カ
所
の
遺
構
を
発
見
、
一
号
址
の
発
掘
に
並
行
し
て
発
掘
を
実
施
し
、
そ

れ
ぞ
れ
二
号
址
、
三
号
址
と
し
た
。

ま
た
残
余
の
作
業
員
を
も
っ
て
、
周
辺
の
山
林
内
を
ボ
ー
リ
ン
グ
樺
に
よ
る
探
索
を
な
し
、
極
力
遺
橋
の
新
発
見
に
努
力
し
た
〇

一
号
址
は
立
石
を
中
心
に
、
第
一
層
で
あ
る
茶
褐
色
土
居
下
部
に
横
臥
し
た
川
原
石
が
あ
っ
た
が
、
二
、
三
号
址
は
立
石
の
み
で
あ

っ
た
。

午
後
は
遺
跡
全
体
の
平
板
測
量
、
各
遺
構
の
実
測
を
菊
池
が
担
当
す
る
。

一
方
、
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
に
よ
る
探
索
の
結
果
、
開
墾
畑
地
西
側
の
菊
池
幸
治
氏
開
墾
予
定
の
山
林
内
に
、
小
石
が
散
在
し
て
小
立
石

三
七

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
○
○
○
○
、
i
→
.
.
-
書
,
重
量
’
○
○
▼
’
○
○



三
八

を
伴
な
う
四
号
址
が
発
見
さ
れ
た
。

陽
が
奥
羽
山
脈
の
山
影
に
没
し
、
冷
気
を
増
し
て
き
た
の
で
、
調
査
を
明
日
に
持
ち
越
し
、
午
後
五
時
宿
舎
に
ひ
き
あ
げ
る
。

夜
、
照
岡
分
校
に
て
幻
灯
会
を
催
す
。

本
日
の
見
学
者
、
種
類
村
助
役
及
川
政
敏
氏
、
収
入
役
菊
池
要
之
進
氏
、
村
会
議
長
千
田
甫
氏
、
村
社
会
教
育
委
貝
長
高
橋
滞
之
転

氏
、
県
立
岩
谷
堂
高
等
学
校
佐
島
教
官
外
同
校
生
徒
数
十
名

本
日
の
調
査
員
、
江
坂
、
菊
池
、
司
東
、
小
田
島
禄
郎
氏
。

補
助
員

県
立
黒
沢
尻
高
等
学
校
生
徒

二
名

県
立
和
賀
高
等
学
校
生
徒

三
名

人

夫

五
名

十
一
月
二
十
三
日

曇

午
後
よ
り
小
雨

早
朝
よ
り
曇
で
寒
気
少
し
く
増
す
。
天
候
く
ず
れ
て
く
る
気
配
。
八
時
三
十
分
作
業
開
始
、
作
業
の
速
度
を
は
や
む
。

岩
手
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
主
事
山
内
一
氏
早
朝
到
着
、
早
速
調
査
に
協
力
さ
れ
る
。

四
号
址
の
範
囲
の
究
明
に
努
力
す
る
。
一
号
址
と
は
実
っ
た
遺
構
の
よ
う
で
あ
る
。

な
お
四
号
址
の
周
辺
山
林
内
を
ボ
ー
リ
ン
グ
樺
に
よ
る
探
索
を
続
け
た
結
果
、
五
号
址
、
六
号
址
を
発
見
す
る
。

五
号
址
は
立
石
三
個
を
数
え
立
石
に
使
用
さ
れ
た
川
原
石
と
同
質
の
岩
石
と
思
わ
れ
る
川
原
石
が
横
臥
し
て
点
在
す
る
。

六
号
址
は
立
石
を
有
し
、
横
臥
し
た
川
原
石
を
伴
な
う
形
の
整
っ
た
遺
構
で
あ
っ
た
。

な
お
、
西
側
菊
池
幸
治
氏
開
墾
予
定
地
域
内
に
は
、
こ
の
踵
遺
構
が
数
カ
所
埋
没
し
て
い
る
模
様
な
の
で
、
関
係
者
協
議
の
結
果
、



明
春
(
二
十
七
年
春
)
を
期
し
、
あ
ら
た
め
て
計
画
的
な
発
掘
調
査
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
到
達
し
た
。

四
号
、
五
号
、
六
号
址
を
平
板
測
量
図
に
話
人
、
実
測
図
を
作
成
。
一
号
址
よ
り
六
号
址
ま
で
を
原
位
置
を
動
か
さ
ぬ
よ
う
埋
没
し
、

第
一
回
予
備
調
査
を
終
了
し
た
。
時
に
午
後
二
時
。

っ
い
て
同
村
安
楽
寺
に
お
い
て
、
関
係
者
の
会
合
が
持
た
れ
た
。
ま
ず
調
査
員
を
代
表
し
、
江
坂
よ
り
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
概
要

が
述
べ
ら
れ
、
来
春
の
調
査
ま
で
稲
瀬
村
当
局
で
で
き
る
限
り
遺
跡
の
現
状
保
存
に
努
力
し
、
県
教
育
庁
並
び
に
村
当
局
の
協
議
に
よ

っ
て
計
画
的
調
査
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
に
決
定
、
解
散
し
た
。

本
日
の
見
学
者
、
県
庁
文
書
広
報
課
小
岩
末
治
氏
、
県
議
会
事
務
局
史
料
部
吉
田
義
昭
氏
、
県
教
育
庁
江
刺
教
育
出
張
所
副
所
長
高

橋
謄
三
郎
氏
、
県
立
岩
谷
堂
高
等
学
校
長
菊
池
淳
氏
、
県
立
黒
沢
尻
高
等
学
校
生
徒
、
県
立
和
賀
高
等
学
校
鈴
木
芳
郎
教
官
以
下
生
徒

数
十
名
、
水
沢
町
在
住
の
伊
藤
鉄
夫
氏

本
日
の
調
査
員
、
江
坂
、
菊
池
、
司
東
、
山
内
一
氏
、
小
田
島
禄
郎
氏

補
助
員

県
立
黒
沢
尻
高
等
学
校
生
徒
三
名

県
立
和
賀
高
等
学
校
生
徒

五
名

人
夫

二
名
(
以
上

菊
池
詣
)

各
号
址
の
調
査

第
一
号
址
(
写
真
図
録
∞
・
第
3
図
)

i
重
量
▼
’
量
書
〇
〇
〇
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書
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本
号
址
は
樺
山
石
造
記
念
物
遺
跡
を
確
認
す
る
た
め
、
十
月
十
九
日
小
試
掘
の
う
え
、
筒
単
な
見
取
図
を
と
り
、
遺
構
を
動
か
す
こ
・

と
な
く
埋
没
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。

遺
構
は
長
径
一
メ
ー
ト
ル
四
〇
セ
ン
チ
、
短
径
一
メ
ー
ト
ル
二
〇
セ
ン
チ
の
範
囲
内
三
〇
個
の
川
原
石
で
組
ま
れ
た
も
の
で
、
立

石
が
中
心
部
よ
り
や
や
北
に
よ
り
、
周
辺
部
は
七
個
の
横
臥
し
た
切
り
石
(
山
石
)
で
と
り
か
こ
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
つ
づ
い
て
南

端
は
、
や
や
不
規
則
に
九
個
の
横
臥
し
た
切
り
石
と
川
原
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
少
し
く
腫
れ
て
、
東
方
に
大
小

三
個
の
横
臥
し
た
川
原
石
が
あ
る
。

ま
た
、
立
石
周
辺
に
お
い
て
何
ら
か
の
埋
没
施
設
の
有
無
を
調
査
す
る
た
め
、
横
臥
し
た
切
り
石
を
取
り
除
い
て
T
字
形
の
小
ト
レ

ン
チ
を
発
掘
し
た
が
、
横
臥
し
た
切
り
石
の
下
は
数
セ
ン
チ
に
し
て
ロ
ー
ム
層
に
達
し
、
こ
の
ロ
ー
ム
層
内
へ
表
土
の
茶
褐
色
土
層
が

陥
没
し
た
痕
跡
は
全
く
認
め
ら
れ
ず
、
立
石
や
横
臥
し
た
石
の
下
部
に
は
、
微
細
な
炭
化
物
以
外
な
ん
ら
人
為
的
遺
物
を
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
o
な
お
、
立
石
は
ロ
ー
ム
層
を
十
数
セ
ン
チ
掘
り
込
ん
で
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

立
石
自
体
の
長
さ
は
約
五
〇
セ
ン
チ
で
、
そ
の
頭
部
は
地
表
下
約
一
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
に
あ
り
、
周
囲
を
と
り
ま
く
横
臥
せ
る
切
り

石
遺
構
は
茶
褐
色
表
土
下
面
、
ロ
ー
ム
層
上
数
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
、
北
端
が
や
や
高
く
南
に
傾
斜
し
て
お
り
、
こ
れ
は
基

盤
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
の
傾
斜
に
起
因
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

横
臥
し
た
石
は
、
そ
の
上
面
の
最
も
深
い
も
の
で
地
表
面
下
三
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
で
あ
り
、
最
も
浅
い
も
の
は
一
七
セ
ン
チ
の
と
こ

ろ
に
所
在
し
た
。

本
号
址
の
二
〇
個
の
切
り
石
や
川
原
石
の
う
ち
、
三
個
の
切
り
石
は
火
に
あ
っ
た
も
の
の
と
と
く
、
亀
裂
を
生
じ
て
い
る
が
、
造
営

後
に
お
い
て
焼
け
た
も
の
と
す
れ
ば
、
隣
接
の
石
に
も
ま
た
焼
痕
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
隣
接
の
も
の
に
は
そ
の
痕
跡
が

量
〇
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四
二

な
い
。
し
た
が
っ
て
も
し
火
に
あ
っ
た
痕
跡
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
造
営
前
に
嬢
け
た
も
の
を
本
号
址
組
石
に
使
用
し
た
も
の
と
考
え
ら

第3図 第1号址実測図

れ
る
。

し
か
し
、
風
蝕
に
よ
っ
て
も
こ

の
よ
う
な
状
態
を
示
す
こ
と
が
あ

る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
軽
卒
な
判

断
は
こ
の
際
さ
け
る
べ
き
で
も
ろ

え
ノ
○

遺
構
北
西
角
と
立
石
南
に
お
い

て
地
表
面
下
二
二
セ
ン
チ
の
深

さ
、
横
臥
し
た
切
り
石
の
間
に
は

き
ま
っ
て
、
中
期
の
小
土
器
片
が

二
個
出
土
し
た
。
土
器
形
式
は
一

片
は
大
木
ね
式
で
暗
赤
褐
色
、
厚

さ
九
、
、
、
少
、
器
形
は
不
明
の
も
の

で
あ
る
。
他
の
一
片
は
赤
褐
色
の

形
式
不
明
の
も
の
で
あ
る
。

本
号
址
の
立
石
は
、
花
崗
岩
質
の
細
長
い
川
原
石
で
あ
り
、
切
り
石
や
川
原
石
は
安
山
岩
質
の
岩
石
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。



’

一
号
址
の
や
や
東
方
三
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
一
号
址
と
同
じ
開
講
内
に
あ
っ
て
、
開
墾
者
に
よ
っ
て
早
く
所
在
が
知
ら

れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
比
較
的
地
霊
よ
り
深
く
埋
没
し
て
い
た
た
め
と
、
川
石
自
体
が
大
き
い
た
め
、
不
用
意
に
掘
。
出
さ
れ

る
難
を
ま
ぬ
が
れ
、
今
回
馨
す
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
る
o
本
号
址
笠
石
一
個
よ
。
な
。
、
他
に
周
辺
に
横
臥
し
宿
原
石

等
を
付
随
し
な
い
点
に
、
特
色
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
o

立
石
は
地
霊
よ
。
そ
の
上
面
ま
で
二
五
セ
ン
チ
の
深
さ
に
あ
り
、
立
石
自
体
の
長
さ
は
六
〇
セ
ン
チ
を
超
え
、
深
く
黄
褐
色
ロ
ー

ム
土
層
中
に
入
。
、
下
限
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
o
幅
農
大
幅
五
〇
セ
ン
チ
を
示
し
、
石
質
は
安
山
岩
質
の
も
の
の
よ
う

何
ら
か
の
人
為
的
な
働
き
を
加
え
ず
芸
号
址
の
ご
と
を
用
石
が
直
立
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
一
号
址
な
ど
の
譲
を
も
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。

第
三
号
址
(
写
真
図
録
的
)

●

一
号
址
の
ほ
書
方
六
メ
ー
ト
ル
五
〇
セ
ン
チ
の
地
点
に
位
置
し
、
一
号
址
の
小
試
掘
を
実
施
し
窒
初
、
立
石
頭
部
群
鍬
先
に
当

開
墾
者
に
よ
。
危
う
く
掘
。
起
こ
さ
れ
る
嵩
に
あ
っ
富
の
を
、
懇
請
し
て
現
状
を
保
っ
た
も
の
で
あ
る
。
比
驚
地
霊
よ

り
浅
く
、
あ
る
い
は
地
表
面
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
埋
没
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
墓
に
よ
。
室
が
移
動
し
、
頭
部
を
露
出
し

て
い
た
の
で
、
地
表
面
よ
り
頭
部
ま
で
の
深
さ
掠
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ぬ
現
状
に
あ
っ
た
。

ヽ
.

四
三
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四
四

本
号
址
も
立
石
一
個
よ
り
な
り
、
長
さ
五
〇
セ
ン

チ
、
幅
一
七
セ
ン
チ
の
細
長
い
安
山
岩
質
の
川
原
石

で
、
根
部
は
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
中
に
深
く
埋
没
さ
れ

図
第
四
号
址
(
写
真
図
録
榊
̃
呑
∵
第
4
図
)

測実
一
号
址
よ
り
西
へ
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
所
在

祉
し
、
ボ
ー
リ
ン
グ
樺
探
査
に
よ
り
所
在
を
確
認
し
得

号
た
も
の
で
、
長
径
三
メ
ー
ト
ル
三
〇
セ
ン
チ
、
短
径

第4図 第 4

二
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内
に
お
お
む
ね
一
〇
セ
ン
チ
内

外
の
直
径
の
碁
石
状
の
川
原
石
が
散
在
し
、
長
軸
北

端
に
や
や
近
く
、
地
表
面
よ
り
四
セ
ン
チ
の
深
度
に

お
い
て
、
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
五
セ
ン
チ
の
細

長
い
川
原
石
の
立
石
が
、
根
部
を
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層

中
に
挿
入
し
た
状
態
で
所
在
し
た
。

碁
石
状
の
川
原
石
が
散
在
し
て
い
る
面
ま
で
の
立

石
の
長
さ
は
、
二
五
セ
ン
チ
を
示
し
て
い
る
。



尊
書
看

散
在
し
て
い
る
碁
石
状
川
原
石
は
、
こ
の
立
石
周
辺
に
お
い
て
、
や
や
そ
の
数
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
、
立
石
周
辺
特
に
北
端
に
乱

鎖
さ
れ
た
痕
跡
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
三
石
よ
い
ノ
、
青
へ
二
メ
ー
ト
三
五
セ
ン
チ
、
二
メ
ー
ト
÷
八
C
セ
ン
チ
の
各
堪
点
に
、
拉
表
面
よ
り
一
五
セ
ン
チ
の
誓
∪
に

そ
れ
ぞ
れ
幅
二
五
セ
ン
チ
、
同
二
〇
セ
ン
チ
の
立
石
が
二
個
あ
り
、
前
者
は
や
や
北
に
傾
斜
し
て
、
根
部
を
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
中
に
挿

入
し
て
埋
没
し
て
い
た
。

本
号
址
は
、
前
一
、
二
、
三
各
号
址
と
相
違
し
、
遺
構
に
使
用
さ
れ
た
川
原
石
は
、
す
べ
て
径
一
〇
セ
ン
チ
内
外
の
碁
石
状
の
小
川

原
石
で
、
そ
れ
が
例
外
な
く
平
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
竺
一
個
の
立
石
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
に
連
関
す
る
一
連
の
構
成
を
な
す
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

散
在
す
る
川
原
石
は
、
最
も
深
い
面
で
地
表
面
よ
り
二
〇
セ
ン
チ
、
浅
い
面
で
一
五
セ
ン
チ
を
示
し
一
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
の
傾
斜
と

ほ
ぼ
平
行
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

北
端
の
立
石
の
や
や
北
東
に
お
い
て
、
縄
文
式
文
化
中
期
の
、
形
式
の
明
確
に
し
得
な
い
小
土
器
片
が
一
片
、
地
表
面
よ
り
二
〇
セ

ン
チ
の
深
度
、
す
な
わ
ち
散
在
す
る
碁
石
状
の
川
原
石
と
同
一
面
に
、
川
原
石
に
接
し
て
出
土
し
た
。

ヽ

第
五
号
址
(
写
真
図
録
n
・
第
5
図
)

・
・
・

一
号
址
の
西
方
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
ボ
ー
リ
ン
グ
棒
に
よ
る
探
査
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
o

立
石
は
地
表
面
に
わ
ず
水
に
露
出
し
て
い
え
も
の
で
、
今
回
調
査
中
の
適
篤
で
露
出
し
て
い
た
も
の
は
本
号
挫
の
み
で
き
つ
。
遠
軽

は
長
径
二
メ
ー
ト
竺
一
〇
セ
ン
チ
、
短
径
一
メ
ー
ト
ル
一
〇
セ
ン
チ
の
範
囲
内
で
、
や
や
大
形
の
横
臥
す
る
川
原
石
が
点
在
し
、
立
石

四
五
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四
六

が
一
個
西
端
に
あ
る
。
立
石
は
幅
三
〇

セ
ン
チ
、
長
さ
五
〇
セ
ン
チ
以
上
で
あ

っ
て
根
部
を
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
中
に
没

し
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
下
学
部
を

発
掘
し
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
下
限
を

き
わ
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

横
臥
し
た
川
原
石
は
、
立
石
周
辺
に

お
い
て
は
、
や
や
点
在
の
形
状
を
と
っ

て
い
る
が
、
東
方
部
に
お
い
て
は
、
一

個
の
大
形
な
横
臥
し
た
川
原
石
よ
り
、

北
へ
、
七
個
の
横
臥
し
た
川
原
石
が
、

二
別
の
形
状
を
と
っ
て
並
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
、
や
や
南
に
一
個
の
川
原
石
が

横
臥
し
て
い
る
。
以
上
は
立
石
を
中
心

と
す
る
同
一
区
画
内
の
一
道
構
内
に
含

ま
れ
る
も
の
の
と
と
く
考
え
ら
れ
た
。

横
臥
し
た
川
疎
石
は
、
ど
れ
も
、
地



表
面
よ
り
そ
の
上
面
ま
で
約
二
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
に
あ
り
、
そ
の
下
面
は
黄
褐
色
ロ
ー
ム
層
の
上
面
に
接
し
て
い
る
。

立
石
の
北
に
接
し
て
、
縄
文
式
文
化
期
中
期
の
形
式
を
確
認
で
き
な
い
小
土
器
片
が
二
個
、
茶
褐
色
土
層
中
す
な
わ
ち
地
表
面
よ
り

約
二
⊃
▼
マ
ン
三
つ
琴
三
〇
重
曹
す
草
こ
し
た
。

第
六
号
址
(
写
真
図
録
柁
・
第
6
図
)

図
一
号
址
西
方
四
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
四
号
、
五
号
址
同
様

測実址第6図 第 6 号

ボ
ー
リ
ン
グ
棒
に
よ
る
探
査
の
結
果
発
見
し
た
。
遺
構
は
長
径
九
五
セ

ン
チ
、
短
径
五
五
セ
ン
チ
の
範
囲
内
に
、
立
石
一
個
と
横
臥
し
た
川
原

石
二
ハ
個
と
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。

立
石
は
表
土
す
な
わ
ち
ち
茶
褐
色
土
層
に
よ
っ
て
わ
ず
か
に
お
お
わ

れ
、
こ
の
立
石
は
北
東
端
に
あ
り
、
こ
の
南
西
に
二
ハ
個
の
川
原
石
が

そ
れ
自
体
の
長
軸
を
遺
構
の
長
軸
に
並
行
し
て
二
段
に
な
ら
び
、
前
詑

各
号
址
を
通
じ
て
最
も
整
っ
た
形
状
を
保
っ
て
い
た
。

立
石
に
接
す
る
地
点
に
お
い
て
は
、
や
や
小
形
の
横
臥
し
た
川
原
石

が
並
行
に
五
力
所
在
し
、
そ
の
周
辺
立
石
の
東
西
に
小
形
な
川
原
石
が

占
毒
し
、
立
石
の
南
西
に
賢
し
並
列
、
言
玉
偏
の
川
県
有
の
南
西
に
接
し
て
、
さ
ら
に
大
形
な
川
原
石
が
四
個
並
列
し
て
い
る
。

横
臥
し
た
川
原
石
の
、
地
表
面
よ
り
そ
の
上
面
ま
で
の
深
さ
性
的
二
五
セ
ン
チ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
本
号
址
の
組
石
は
、
す
べ
て
表
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四
八

土
の
茶
褐
色
土
層
中
に
所
在
し
た
。

な
お
、
こ
の
六
号
址
の
薯
は
昭
和
二
十
五
年
秋
、
上
野
氏
が
一
号
址
周
辺
の
畑
地
を
開
墾
中
、
無
意
識
に
掘
り
出
さ
れ
た
多
く
の

磐
石
造
記
念
物
に
使
用
さ
れ
て
い
た
立
石
や
、
一
号
址
の
書
と
同
じ
く
、
花
磐
質
の
細
長
洛
原
石
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

(
以
上

菊
池
記
)

本
道
跡
に
お
い
て
今
回
馨
し
た
一
号
址
、
六
号
址
類
似
の
形
の
石
造
悪
物
は
、
秋
田
県
鹿
角
郡
大
湯
町
大
字
中
道
小
字
野
中
堂

及
び
野
墨
と
県
道
を
は
さ
み
、
西
北
側
の
小
字
万
座
に
所
在
す
る
二
カ
所
の
大
環
状
砦
詳
中
に
も
認
め
ら
れ
る
。

大
湯
中
通
の
大
環
状
碧
は
、
昭
和
七
年
頃
こ
・
の
地
を
開
墾
中
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
当
時
蕾
書
博
士
が
実
査
さ
れ
、
撃
は

そ
の
計
罵
な
発
掘
馨
を
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
遂
行
さ
れ
ず
に
逝
去
さ
れ
、
そ
の
後
葉
の
郷
土
史
研
究
会
、
東
京

の
神
代
文
化
研
究
会
な
ど
に
よ
っ
て
、
鷲
中
に
ほ
と
ん
ど
完
騙
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
に
は
日
本
古
代
文
化
学
会
で
、

後
藤
守
一
、
甲
野
勇
氏
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
考
古
学
的
に
再
調
査
し
た
。

薯
は
こ
の
号
の
馨
に
参
加
し
、
主
と
し
て
万
座
の
環
状
碧
群
西
方
の
、
こ
の
碧
藷
を
構
築
し
た
人
々
の
集
落
址
と
思
わ

こ
の
二
つ
の
大
環
状
碧
雷
、
大
場
町
よ
。
花
輪
町
塗
る
県
道
の
東
南
側
、
野
豊
に
所
在
す
る
も
の
は
、
内
外
二
重
の
環
状

碧
辞
か
ら
な
。
、
外
側
の
最
大
径
は
約
四
五
メ
ー
ト
ル
、
内
側
の
環
状
砦
群
の
最
大
径
は
約
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
嘉
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問
紙
上
や
昭
和
二
十
一
年
九
月
二
十
九
日
発
行
の
週
間
朝
日
誌
上
な
ど
で
日
時
計
と
紹
介
さ
れ
、
一
時
世
間
の
注
目
を
ひ
い
た
石
造
記

念
物
(
写
真
図
録
1
0
9
、
Ⅲ
)
は
こ
の
野
中
堂
の
環
状
組
石
群
の
内
側
の
も
の
と
外
側
の
も
の
の
中
間
地
詩
の
北
々
西
に
所
在
し
、
直
径
約

二
メ
ー
ト
ル
あ
る
。

ま
た
、
県
道
西
北
側
の
万
座
に
所
在
す
る
環
状
組
石
群
は
、
三
重
の
環
状
組
石
器
か
ら
な
り
、
外
側
の
も
の
の
最
大
径
は
約
五
〇
メ

ー
ト
ル
、
幅
は
六
な
い
し
七
メ
ー
ト
ル
で
、
中
側
の
も
の
は
径
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
は
外
側
の
そ
れ
よ
り
や
や
狭
く
、
ま
た
そ
の

中
に
手
ご
ろ
の
石
を
径
二
五
メ
ー
ト
ル
の
円
形
に
並
べ
た
内
側
の
環
状
組
石
が
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
万
座
の
環
状
組
石
群
に
も
、

外
側
と
内
側
の
組
石
群
の
中
間
地
区
の
北
部
に
、
中
央
に
立
石
の
あ
る
、
野
中
堂
の
日
時
計
と
呼
ば
れ
た
石
造
記
念
物
に
類
似
の
石
造

記
念
物
が
所
在
す
る
。

な
お
、
万
座
の
外
側
の
環
状
組
石
詳
中
に
も
右
に
類
似
の
組
石
遺
構
が
数
例
存
在
す
る
。

こ
の
大
場
町
中
通
の
二
カ
所
の
大
環
状
組
石
群
の
構
築
年
代
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
疑
問
を
持
た
れ
る
人
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の

窮
状
組
石
群
は
、
二
〇
セ
ン
チ
内
外
の
表
土
下
に
所
在
す
る
一
〇
セ
ン
チ
内
外
の
軽
石
混
り
の
火
山
灰
層
に
お
お
わ
れ
、
こ
の
火
山
灰

層
下
の
有
機
質
黒
土
層
を
、
三
〇
セ
ン
チ
内
外
掘
り
下
げ
た
箇
所
に
埋
没
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
火
山
灰
の
堆
積
し
た
時

代
よ
り
は
る
か
に
古
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
火
山
灰
層
は
、
付
近
の
土
師
器
竪
穴
住
居
址
の
調
査
事
実
な
ど
か

ら
し
て
〔
註
一
〕
、
大
略
、
奈
良
時
代
以
前
の
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
中
道
遺
跡
の
石
造
記
念
物
群
の
年
代
は
、
こ
れ
よ

り
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
ぁ
し
て
、
こ
の
落
石
濫
発
彊
当
時
、
こ
の
程
石
の
問
に
介
在
し
て
若
干
の
小
土
器
片
、
土
偶
破
片
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
は
す
べ
て
縄
文
式
文
化
後
期
の
前
後
す
る
数
形
式
の
時
期
の
も
の
の
み
で
、
樫
山
遺
跡
の
石
造
記
念
物
の
川
原
石
の
間
か
ら
、
縄

四
九
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文
式
文
化
中
期
の
小
土
器
片
の
み
が
、
わ
ず
か
に
出
土
し
た
事
実
と
非
常
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
大
環
状
組
石
群
の
個
々
の
石
造
記
念
物
に
は
各
種
の
形
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
立
石
の
あ
る
形
の
も
の
が

多
く
、
そ
れ
に
は
樺
山
一
号
址
に
類
似
の
形
の
も
の
や
、
日
時
計
形
の
ご
と
さ
も
の
ま
で
あ
り
、
種
類
は
非
常
に
多
い
の
で
あ
る
が
、

こ
の
立
石
に
用
い
ら
れ
た
細
長
い
川
原
石
は
、
灰
緑
色
に
白
色
の
石
英
、
長
石
の
菅
田
の
小
斑
文
あ
る
石
英
坊
岩
で
、
樺
山
付
近
の
人

々
の
い
う
ゴ
マ
石
の
一
種
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
石
英
坊
岩
は
、
中
道
遺
跡
西
北
の
段
丘
下
を
流
れ
る
大
湯
川
に
は
、
大
き
な
も
の

は
全
く
所
在
し
な
い
。

四
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
柱
状
の
石
英
勅
岩
川
原
石
は
、
中
道
遺
跡
よ
り
一
丘
陵
を
越
え
て
、
約
三
キ
ロ
の
真
線
距
離
に
あ
る
大
湯
川
上

流
の
、
不
老
倉
鉱
山
付
近
の
一
支
流
に
兄
い
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
の
一
湊
布
の
壁
面
に
石
英
動
岩
の
柱
状
節
理
あ
る
露
頭
が
所

在
し
こ
れ
が
崩
壊
し
て
多
少
水
魔
さ
れ
た
も
の
が
、
中
道
遺
跡
へ
運
ば
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
最
大
な
も
の
で
四
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ

ム
以
上
も
あ
る
こ
の
岩
石
を
、
山
を
越
え
て
約
三
キ
ロ
の
道
を
ど
の
よ
う
に
し
て
運
搬
し
た
か
も
、
興
味
あ
る
研
究
課
題
で
あ
る
。
付

近
の
大
湯
川
で
も
、
石
英
動
岩
の
ご
と
を
白
い
斑
文
あ
る
い
わ
ゆ
る
ゴ
マ
石
で
な
い
岩
石
で
あ
れ
ば
、
手
ご
ろ
な
石
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
に
、
何
を
好
ん
で
遠
方
か
ら
苦
心
し
て
ゴ
マ
石
を
運
搬
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
か
の
深
い
理
由
が
あ
る
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
o
樺
山
遺
跡
で
も
立
石
に
は
稲
瀬
村
付
近
で
は
産
し
な
い
花
崗
岩
質
の
ゴ
マ
石
の
柱
状
の
川
原
石
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い

で
も
両
遺
跡
の
石
造
記
念
物
の
建
設
が
、
同
一
目
的
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
が
と
い
う
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
大
湯
遺
跡
の
石
造
記
念
物
の
用
石
中
に
は
、
破
損
し
た
安
山
岩
製
の
石
皿
が
数
個
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
樺
山
に
お
い
て
も
、

一
号
址
所
在
の
畑
を
開
墾
中
取
り
壊
し
た
数
カ
所
の
石
造
記
念
物
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
川
原
石
を
積
み
重
ね
た
中
か
ら
、
一

個
の
石
皿
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
樺
山
遺
跡
の
東
方
、
弥
五
郎
掟
に
面
す
る
北
斜
面
に
は
、
縄
文
式
文
化
中
期
の
集
落
址
が
あ
り
、
お
び
た
だ
し
い
土
器
片
や

打
製
石
斧
な
ど
が
畑
面
に
散
乱
し
て
い
る
が
、
こ
の
集
落
を
つ
く
っ
た
人
々
が
樺
山
の
石
造
記
念
物
を
構
築
し
た
人
々
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
一
方
、
中
道
遺
跡
に
お
い
て
は
、
万
座
の
環
状
組
石
詳
遺
構
の
西
北
方
の
大
湯
川
段
丘
下
、
.
湧
泉
の
あ
る
周
辺
よ
り
環
状
線
石

群
の
西
方
に
わ
た
る
か
な
り
の
広
範
囲
に
、
縄
文
式
文
化
後
期
の
大
集
落
址
が
あ
り
、
こ
の
集
落
遺
跡
も
ま
た
火
山
灰
層
下
三
セ
ン
チ

前
後
の
大
環
状
組
石
器
と
同
一
層
位
に
あ
り
、
か
つ
集
落
址
出
土
の
土
器
は
、
環
状
組
石
群
内
で
発
見
さ
れ
た
小
土
器
片
と
同
一
形
式

の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
大
湯
町
万
座
の
縄
文
式
文
化
後
期
の
集
落
地
の
西
北
部
に
あ
る
住
居
址
に
、
お
の
お
の

一
個
の
石
造
記
念
物
が
付
随
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
大
湯
町
中
通
の
大
環
状
組
石
群
は
、
こ
の
縄
文
式
文
化
後
期
の
集
落

址
の
人
々
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
住
居
址
に
付
随
す

る
二
カ
所
の
石
造
記
念
物
遺
構
は
、
立
石
の
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
る
た
め
か
、
石
英
勅
岩
は
一
個
も
使
用
さ
れ
て
お
ら
な
い
の
で
、

し
い
て
否
定
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
反
証
例
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
樺
山
の
石
造
諦
念
物
遺
構
に
し
て
も
、
大
湯
の
大
環
状
組
石
群
に
し
て
も
、
集
落
生
活
か
ら
は
離
れ
た
、
何
か
宗
教

的
な
祭
飛
揚
の
ご
と
を
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
日
常
使
用
す
る
生
活
用
真
は
こ
の
道
橋
付
近
で
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、

ほ
と
ん
ど
土
器
の
ご
と
を
遺
物
が
出
土
し
な
い
の
で
は
な
い
が
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
湯
遺
跡
と
樺
山
遺
跡
と
は
、
全
く
同
一
性
質
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
場
の
環
状
組

石
詳
中
に
は
、
前
誼
の
ご
と
く
、
樺
山
遺
跡
一
号
址
と
類
似
の
石
造
記
念
物
も
あ
り
、
大
湯
遺
跡
は
縄
文
式
文
化
後
期
の
も
の
で
あ
り
、

樺
山
遺
跡
は
中
期
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
期
の
樺
山
遺
跡
の
時
代
に
は
、
秩
序
な
く
同
一
台
地
に
散
在
し

て
い
た
組
石
群
が
、
後
期
の
大
湯
遺
跡
の
時
代
に
は
、
全
体
が
統
一
性
あ
る
環
状
を
な
し
た
謡
を
な
す
に
至
っ
た
も
の
と
も
思
考
さ
れ

五
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る
。
い
わ
ゆ
る
日
時
計
の
ご
と
を
石
造
諦
念
物
は
一
号
址
の
形
の
進
化
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
薯
善
心
に
細
長
洛
原

石
を
欝
状
に
並
べ
、
こ
の
周
辺
の
東
萬
北
に
当
る
部
分
に
、
形
状
の
ほ
ぼ
等
し
冷
害
を
馨
し
、
方
位
を
示
し
て
い
る
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
野
中
堂
の
内
側
の
環
状
砦
群
中
に
も
、
中
央
宝
石
が
あ
り
、
そ
れ
菱
形
茜
み
、
そ
の
各
頂
点
笠

石
が
あ
。
、
こ
の
害
も
東
萬
北
を
標
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
o
こ
の
よ
う
宣
遺
跡
竺
例
も
存
掌
る
こ
と
は
、
一
搾

偶
然
と
し
て
片
づ
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

樺
山
遺
跡
に
お
い
て
は
、
ま
譲
例
よ
り
馨
し
な
い
の
で
、
こ
の
石
造
慧
物
議
の
全
体
を
は
擾
し
た
と
思
え
ず
、
今
後
の
調

査
に
よ
。
な
ん
ら
か
方
位
を
示
す
よ
う
な
遺
構
が
あ
る
か
ど
う
か
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

大
場
遺
跡
の
聖
書
が
未
発
表
の
た
め
、
大
場
遺
跡
と
の
比
較
考
証
で
多
く
の
。
へ
ー
ジ
数
を
消
費
し
て
し
ま
っ
た
が
、
な
美
湯

遺
跡
の
紹
介
に
は
不
充
分
な
点
も
多
い
と
痛
感
す
る
が
、
近
く
文
化
財
保
護
委
曇
か
ら
同
遺
跡
の
聖
書
も
出
版
さ
れ
る
こ
と
と

思
う
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
願
う
こ
と
と
し
、
次
に
他
の
類
似
露
に
つ
い
て
論
及
し
、
縄
文
式
文
化
中
期
、
後
期
に
お
け
る
石
簿

念
物
遺
跡
の
性
格
の
一
端
を
探
り
た
い
と
考
え
る
。

縄
文
式
文
化
の
石
造
藩
と
し
て
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
関
東
地
方
西
部
山
岳
地
域
よ
り
長
野
、
山
梨
、
静
岡
県
東

都
の
地
域
で
覧
さ
れ
て
い
る
砦
住
居
址
が
あ
る
。
砦
住
居
址
は
嵩
に
琶
部
の
あ
る
平
面
円
形
の
も
の
で
、
塞
五
メ
ー
ト

ル
前
後
の
も
の
が
多
く
、
中
央
部
に
は
炉
址
が
あ
り
、
い
ち
号
住
居
址
と
し
て
の
体
裁
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

敷
石
住
居
址
は
、
同
時
期
の
竪
穴
住
居
址
農
技
す
る
と
、
土
器
片
、
石
器
な
ど
の
遺
物
の
出
毒
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
そ
の
炉
址

も
日
常
な
放
く
篇
さ
れ
続
け
た
と
思
わ
れ
る
例
は
あ
ま
。
多
く
な
い
し
、
ま
た
、
何
か
祭
壇
を
示
す
よ
う
な
石
造
遺
構
を
韓
す
る

例
(
東
京
都
西
多
寵
調
布
片
砂
)
、
ま
義
山
一
号
址
に
近
似
し
た
形
の
藩
で
、
細
長
旨
然
石
、
ま
た
は
石
樺
茸
央
豊
て
、



そ
の
周
辺
に
川
原
石
を
敷
い
た
も
の
な
ど
随
伴
す
る
例
が
あ
り
、
こ
の
敷
石
住
居
址
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
を
通
常
の
住
居
遺
構
と
の

み
考
え
る
こ
と
は
は
な
は
だ
だ
疑
問
で
あ
り
、
今
後
の
精
査
と
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
私
考
す
る
と
と
も
に
、
最
近
、
東
北
地

方
で
問
題
視
さ
れ
る
に
至
っ
た
秋
田
県
大
湯
遺
跡
や
、
樺
山
遺
跡
な
ど
の
石
造
記
念
物
遺
構
と
な
ん
ら
か
の
関
連
性
を
持
つ
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
最
近
、
栃
木
県
塩
谷
郡
船
生
村
佐
貫
に
お
い
て
は
、
敷
石
住
居
址
の
付
近
か
ら
、
径
三
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
半
円
状
の
列
石
の

両
端
か
ら
両
側
へ
、
翼
状
に
列
石
の
延
び
た
特
殊
な
形
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
り
、
長
野
県
北
安
曇
郡
平
村
上
っ
原
の
縄
文
式
文
化
前

期
末
の
諸
磯
式
の
遺
跡
に
お
い
て
、
細
長
い
柱
状
の
立
石
を
円
形
に
め
ぐ
ら
せ
た
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
的
遺
構
が
、
大
場
姥
雄
博
士

に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
敷
石
住
居
址
と
呼
ば
れ
て
き
た
も
の
が
、
通
常
の
住
居
址
で
は
な
い
と
の
再
検
討
の
必
要
性

を
ま
す
ま
す
増
大
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
東
北
地
方
に
お
い
て
、
大
湯
、
樺
山
両
遺
跡
に
類
似
の
石
造
諦
念
物
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
古
く
は
喜
田
貞
吉
博
士
が
注
意
さ

れ
、
秋
田
県
南
秋
用
郡
沢
口
村
大
字
醸
株
字
高
森
堂
の
上
、
青
森
県
上
北
郡
七
戸
町
字
合
間
梨
本
平
遺
跡
な
ど
で
発
見
さ
れ
、
環
状
列

石
の
名
称
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

了

ま
た
、
西
村
真
次
博
士
が
昭
和
十
三
年
発
行
の
山
形
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
第
九
輯
誌
上
に
、
環
状
石
鰭
と
し
て
報
告

さ
れ
た
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
中
郡
山
蛇
壇
、
同
県
西
村
山
郡
寒
河
江
町
八
幡
原
遺
跡
な
ど
の
も
の
も
、
こ
の
種
石
造
諦
念
物
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
戦
後
に
は
、
前
語
七
戸
町
梨
本
平
遺
跡
の
石
造
記
念
物
や
、
七
戸
叩
西
野
都
平
に
お
い
て
新
た
に
発
見
さ
れ
た
石
造
記
念
物
を
、

七
戸
町
在
住
の
地
元
研
究
家
が
独
断
に
て
発
掘
を
な
し
、
石
造
諦
念
物
に
使
用
さ
れ
た
お
の
お
の
の
川
原
石
を
掘
り
起
し
、
概
説
書
な

五
三

か
ば
。
寡
上
電
動
陸
揚
匿
隣
子
吉
い
い
卜
匿
い
陣
高
富
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ド
「
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に
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臣
巨
胃
臣
南
隣
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巨
p
高
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一
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購
い
慶
子
巨
ト
ト
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降
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も
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い
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に
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ど
で
学
ん
だ
不
完
全
な
知
識
を
妄
信
し
て
、
原
形
よ
り
か
な
り
異
っ
た
形
に
復
原
し
た
後
、
新
聞
紙
上
に
報
道
す
る
な
ど
し
て
、
誤
っ

た
郷
土
愛
護
心
を
発
現
し
て
し
ま
っ
た
例
な
ど
あ
る
が
、
両
遺
跡
か
ら
は
、
秋
田
県
大
湯
遺
跡
出
土
の
も
の
と
同
一
形
式
の
縄
文
式
文

化
後
期
の
土
器
片
が
出
土
し
て
お
り
、
大
湯
と
同
一
性
質
の
石
造
諦
念
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余
地
な
い
も
の
と
考
え
る
。

ま
た
、
青
森
県
下
北
郡
田
名
部
町
酪
農
十
二
号
の
開
墾
畑
地
か
ら
昭
和
二
十
四
年
秋
、
径
二
〇
セ
ン
チ
前
後
の
碁
石
状
の
川
原
石
を

三
個
内
外
積
み
重
ね
て
い
た
も
の
が
、
直
径
約
二
メ
ー
ト
ル
と
約
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
環
状
に
並
べ
ら
れ
埋
没
し
て
い
た
も
の
を
掘
り

起
こ
し
た
と
い
う
話
を
、
掘
り
起
こ
し
た
地
主
さ
ん
よ
り
直
接
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
同
畑
地
付
近
か
ら
は
後
期
の
土
器
片
が
わ

ず
か
出
土
し
、
付
近
酪
撃
三
号
に
は
後
期
の
集
落
遺
跡
が
あ
り
、
畑
面
に
は
お
び
た
だ
し
い
土
器
片
が
散
乱
し
て
い
る
。

七
戸
町
西
野
都
平
発
見
の
石
造
記
念
物
は
、
前
記
の
ご
と
く
地
元
研
究
家
の
N
氏
に
よ
っ
て
相
当
変
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
央

の
ド
ル
メ
ン
状
の
小
遺
構
や
、
左
側
の
平
石
の
下
の
川
原
石
な
ど
も
ド
ル
メ
ン
を
想
定
し
て
勝
手
に
復
原
し
た
も
の
と
N
氏
が
語
ら
れ

て
お
り
、
ま
た
、
入
口
状
の
張
り
出
し
部
川
原
石
も
N
氏
の
想
定
の
も
と
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
扁
平
な
川
原
石
を
二
重
な

い
し
三
重
に
積
み
上
げ
て
、
二
重
の
輪
を
な
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
誤
り
な
き
事
実
と
の
こ
と
で
あ
り
、
田
名
部
町
酪
擾
発
見
例
と
も

共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
種
の
形
の
石
造
話
念
物
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
樺
山
遺
跡
の
第
四
号
址
も
ま
た
、

こ
の
種
の
形
の
も
の
が
崩
壊
し
て
埋
没
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
二
十
五
年
秋
、
樺
山
遺
跡
開
墾
の
際
、
掘
り
起
こ
さ
れ
た
多
く
の
石
造
諦
念
物
の
中
に
も
こ
の
種
の
形
の
石
造
記
念
物
が
存
在

し
た
も
の
か
、
扁
平
な
碁
石
状
の
川
原
石
が
開
墾
畑
地
の
す
み
に
か
な
り
多
量
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
筆
者
は
未
調
査
の
も
の
で
あ
る
が
、
青
森
市
の
成
田
彦
栄
氏
の
談
に
よ
れ
ば
、
東
津
軽
郡
内
八
甲
田
山
山
麓
に
も
、
立

石
あ
る
石
造
記
念
物
が
各
所
に
発
見
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
八
戸
市
在
住
の
高
橋
功
氏
の
整
口
に
よ
る
と
、
九
戸
郡
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軽
米
町
山
田
に
も
石
造
託
念
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
田
中
喜
多
美
、
伊
藤
清
司
氏
な
ど
の
談
に
よ
れ
ば
、
下

閉
郡
田
野
畑
村
付
近
に
も
そ
れ
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
最
近
に
は
、
福
島
県
南
会
津
郡
朝
日
村
石
神
に
て

昨
秋
山
林
を
開
墾
中
、
径
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
敷
石
と
径
一
メ
ー
ト
ル
内
外
の
環
状
列
石
が
発
見
さ
れ
た
と
の
報
告
が
あ
り
、
中
部
山

岳
地
方
よ
り
関
東
、
東
北
に
わ
た
っ
て
縄
文
式
文
化
中
期
以
降
、
晩
期
初
頭
の
頃
ま
で
に
、
な
ん
ら
か
の
目
的
を
も
っ
て
、
こ
の
種
石

造
遺
構
が
構
築
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
お
そ
ら
く
は
宗
教
的
な
遺
構
と
思
わ
れ
る
が
、
今
日
ま
で
に
専
門
家
の
手
に
よ
っ
て
最
初

か
ら
組
織
的
に
発
掘
さ
れ
た
も
の
は
、
北
海
道
の
も
の
を
除
い
て
は
樺
山
遺
跡
一
例
あ
る
の
み
で
、
今
後
各
地
方
に
お
け
る
こ
の
種
石

造
遺
構
の
発
掘
調
査
の
進
捗
を
待
っ
て
解
明
を
期
待
す
る
問
題
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
今
日
ま
で
の
調
査
で
は
い
か
な
る
用
途
を
も
っ

て
構
築
さ
れ
た
も
の
か
皆
目
わ
か
ら
ぬ
と
申
す
ほ
う
が
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

北
海
道
西
南
部
に
所
在
す
る
環
状
列
石
に
つ
い
て
は
、
い
つ
頃
、
何
の
目
的
を
持
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
か
は
不
明
の
ま
ま
、
そ
の
所

在
は
か
な
り
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
お
り
、
忍
路
の
土
場
の
も
の
は
明
治
時
代
に
渡
瀬
荘
三
郎
博
士
、
N
・
G
・
マ
ン
ロ
ー
博
士
、
河

野
常
吉
氏
な
ど
が
調
査
さ
れ
、
宮
坂
光
次
氏
は
大
正
十
四
年
考
古
学
雑
誌
第
十
五
巻
第
三
号
の
「
北
海
道
の
環
状
石
籠
」
な
る
報
文
を

執
筆
さ
れ
て
い
る
。

∴

し
か
し
て
、
最
近
は
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
駒
井
和
愛
博
士
が
中
心
と
な
り
、
同
研
究
室
で
北
海
道
西
南
部
の
余
市
町
、

醇
大
町
な
ど
に
苛
在
の
案
式
列
盲
、
そ
の
他
の
石
造
記
念
物
を
鋭
意
謎
読
調
査
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年
夏
、
忍
蕗
土
舅
の
案
求
刑
百
を

調
査
後
、
二
十
五
年
七
月
、
考
古
学
雑
誌
第
三
十
六
巻
第
二
号
に
駒
井
博
士
が
、
「
日
本
に
於
け
る
巨
石
諦
念
物
」
と
題
し
て
、
そ
の

第
一
報
を
公
表
さ
れ
、
そ
の
末
尾
に
お
い
て
、
「
北
海
道
忍
路
の
ク
ロ
ム
レ
ヒ
は
、
お
そ
ら
く
、
い
ま
か
ら
お
お
ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
千

年
ほ
ど
前
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
シ
べ
リ
ヤ
の
ユ
ニ
セ
ー
河
流
域
に
発
達
し
た
ク
ル
.
グ
ァ
ン
文
化
期
の
墳
墓

五
五
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の
周
辺
に
環
状
の
立
石
群
あ
る
も
の
と
対
比
さ
れ
よ
う
と
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
狩
大
町
北
米
、
同
滝
台
な
ど
の
環
状

列
石
を
発
掘
馨
さ
れ
、
列
石
内
部
の
碧
塚
的
な
小
石
の
下
の
地
下
苦
り
、
関
東
、
中
部
地
方
の
縄
文
式
文
化
中
期
な
い
し
は
後

期
初
頭
の
遺
跡
よ
り
出
土
す
る
よ
う
な
硬
玉
製
大
珠
の
出
土
事
実
や
、
列
石
付
近
か
ら
縄
文
土
器
片
の
出
土
し
た
こ
と
、
余
市
町
西
崎

山
の
石
造
遺
構
は
、
中
心
に
一
本
の
立
石
の
あ
る
秋
田
犬
湯
や
樺
山
一
号
址
の
も
の
と
類
似
の
形
の
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
し
て
、

前
記
考
古
学
雑
誌
へ
発
表
の
今
か
ら
大
学
年
前
と
の
想
定
は
誤
り
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
を
、
今
年
二
月
十
六
日
の
日
本
考
古
学
会
例

会
で
、
駒
井
博
士
が
「
北
海
道
の
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
に
就
い
て
」
と
廻
し
、
譜
し
轟
近
の
馨
葉
義
告
さ
れ
た
際
、
彗

自
身
訂
正
さ
れ
、
博
士
は
、
シ
べ
リ
ヤ
ユ
ニ
セ
ー
河
流
域
、
、
、
ヌ
シ
ソ
ス
ク
付
近
の
金
石
併
用
時
代
ア
ン
ド
ロ
ノ
ヴ
ァ
文
化
期
(
B
C
一
五

〇
〇
I
B
C
一
〇
〇
)
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
対
比
し
得
べ
き
も
の
で
は
な
嘉
と
の
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
薯
は
北
ユ
ー
フ
シ
ア
大

陸
の
調
査
は
ま
だ
は
な
は
だ
だ
不
十
分
な
も
の
で
あ
り
、
か
る
が
る
し
く
大
陸
の
同
種
記
念
物
と
の
比
較
は
き
わ
め
て
危
険
で
あ
り
、

北
ユ
;
シ
ア
大
陸
の
石
造
霊
物
も
今
後
の
発
見
で
は
碧
罵
代
の
か
な
り
に
古
い
頃
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
が
覧
さ
れ

な
い
も
の
と
は
誓
し
得
ず
、
現
在
、
北
海
道
に
て
調
査
さ
れ
た
一
部
の
も
の
は
環
状
列
石
内
竃
石
塚
的
な
も
の
が
あ
り
、
磐
と

思
わ
せ
る
も
の
が
な
い
で
は
な
嘉
、
糞
と
し
て
の
確
証
は
な
く
、
現
在
北
ユ
;
シ
ア
大
陸
に
て
発
見
の
古
聾
の
周
辺
を
め
ぐ

ら
し
暴
状
の
立
石
と
篤
代
的
に
も
相
違
し
、
直
接
な
ん
ら
の
関
連
性
も
な
い
も
の
で
、
時
間
的
に
考
え
で
も
葬
博
士
の
訂
正
さ

れ
て
考
え
ら
れ
た
年
代
よ
り
も
な
お
は
る
か
に
さ
か
の
ぼ
り
得
る
も
の
と
私
考
す
る
。

ま
た
駒
井
博
士
は
、
フ
ゴ
ッ
ぺ
洞
窟
の
古
代
文
字
を
刻
し
害
代
人
と
、
こ
の
石
造
寵
を
残
し
た
人
々
を
同
毒
代
の
同
一
文
化

人
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
洞
窟
出
土
の
土
器
は
続
縄
文
式
文
化
の
後
北
式
土
器
で
あ
っ
て
、
金
属
器
も
使
用
し
始
め
ら

れ
護
る
か
に
後
世
の
も
の
で
あ
り
、
北
海
道
の
石
造
遺
構
と
直
接
関
係
な
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
亨
。



ま
た
、
今
日
の
段
階
に
お
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ン
ヒ
ル
、
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
な
ど
巨
石
記
念
物
と
は
全
く
比
較
す
る
資
料
な

く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
.
ハ
で
も
こ
の
種
記
念
物
に
つ
い
て
は
ま
だ
解
き
得
ぬ
い
く
多
の
謎
が
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
日
本
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
石
造
遺
構
に
対
す
る
用
語
は
非
常
に
無
統
一
で
、
巨
石
託
念
物
、
メ
ン
ヒ
ル
、
ス
ト
ー
ン
・
サ
ー

ク
ル
、
ク
ロ
ム
レ
ヒ
、
環
状
石
離
、
環
状
列
石
、
環
状
組
石
な
ど
種
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
が
、
調
査
が
進
捗
す
る
に
し
た
が
っ

て
、
日
本
発
見
の
石
造
遺
構
に
は
各
種
各
様
の
形
が
あ
り
、
必
ら
ず
し
も
環
状
を
な
す
も
の
の
み
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
巨
石
と
い
う
ほ

ど
の
大
石
を
使
用
し
た
も
の
も
な
く
、
石
造
記
念
物
ま
た
は
た
だ
石
造
遺
構
と
呼
ぶ
こ
と
が
最
も
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
で
、

本
調
査
予
報
に
は
右
用
語
を
使
用
し
た
し
だ
い
で
あ
る
。

な
お
、
今
日
ま
で
東
北
各
地
で
発
見
さ
れ
た
石
造
記
念
物
は
、
開
墾
な
ど
に
よ
っ
て
偶
然
譲
り
出
さ
れ
た
も
の
,
か
、
ほ
と
ん
ど
専
門

的
知
識
を
持
た
な
い
郷
土
史
研
究
家
な
ど
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
埋
没
当
時
の
原
形
の
ま
ま
で
考
古
学
者
の
目
に
触
れ

た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
し
か
る
に
樺
山
遺
跡
に
お
い
て
は
、
一
部
は
開
墾
に
よ

り
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
幸
い
に
全
然
未
発
掘
の
も
の
が
山
林
内
に
な
お
数
カ
所
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
処
女
状
態
の
も

の
を
最
初
か
ら
専
門
家
の
手
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
そ
ら
く
本
遺
跡
が
最
初
の
こ
と
で
あ
り
、
今
日
ま
で

に
知
り
得
な
か
っ
た
い
く
多
の
新
事
実
が
提
供
さ
れ
た
。
な
雪
遺
跡
を
今
春
あ
ら
た
め
て
全
面
的
に
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
く
多
の
襲
問
が
解
決
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
樺
山
遺
跡
の
調
査
は
、
日
本
に
お
け
る
縄
文
式
文
化
中
期
の
石
造
記
念
物
研
究
史

の
上
に
の
み
で
な
く
、
日
本
考
古
学
研
究
史
の
上
に
も
一
段
階
を
画
す
る
よ
う
な
重
要
な
事
実
が
判
明
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
日
本
に

お
け
る
著
名
な
新
石
器
時
代
遺
跡
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
す
る
o

註
一
大
湯
中
通
追
跡
の
東
南
、
大
湯
町
菩
提
野
所
在
の
奈
良
朝
時
代
、
土
器
竪
穴
住
居
址
は
、
上
層
火
山
灰
の
降
灰
後
、
構
築
さ
れ
た
も
の

五
七

ヽ
-

.
、
、
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鉦こ高注記蔽

「
確
守

で
、
堅
穴
内
部
に
は
上
面
に
、
火
山
灰
の
堆
積
が
な
く
、
墜
断
面
外
に
火
山
灰
層
が
認
め
ら
れ
る
。

結

語

五
八

樺
山
遺
跡
は
、
岩
手
県
下
に
所
在
す
る
縄
文
式
文
化
中
期
の
石
造
記
念
物
詳
遺
構
の
一
つ
で
あ
り
、
台
上
に
無
秩
序
に
各
種
の
形
の

石
造
記
念
物
遺
構
が
散
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
秋
田
犬
湯
遺
跡
な
ど
に
お
け
る
と
同
様
、
石
造
記
念
物
の
周
辺
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

土
器
片
な
ど
の
遺
物
を
出
土
せ
ず
、
集
落
址
は
同
一
台
上
の
近
傍
に
所
在
し
、
そ
の
畑
地
に
は
お
び
た
だ
し
い
土
器
片
が
散
乱
し
て
い

る
。
し
か
し
て
、
こ
の
石
造
諦
念
物
群
が
縄
文
式
文
化
中
期
の
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
何
の
目
的
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
か
不
明
で
あ
り
、

今
春
の
本
格
的
発
掘
調
査
に
よ
り
な
ん
ら
か
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
れ
ば
、
秋
田
県
大
湯
遺
跡
な
ど
今
日
ま
で
に
既
発
見
の
石
造
記
念

物
の
用
途
も
判
明
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
春
の
発
掘
調
査
に
は
大
き
な
期
待
を
か
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
後
の
調
査
報
告
に
は
な

お
い
っ
そ
う
詳
細
な
報
告
を
公
刊
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
(
以
上

江
坂
記
)


